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は じ め に

近年予外科における疾患像で大きく変化した獲3のとし

管,l最後疾患では胃仁二指腹濃癌や腎と結腸のポ車--プチ

虫垂数などの手術例減少と,悪性瞳慶手術例折)増加を挙

げることができる.i98埼:-釧私 宅等仁二撒腸液癌手術例

l叫小t･trt､tllltゝゞltt一二右lt､IL<:＼L<:11くl､
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の激減はH2フ[了ソカ-の出現によるものでありき胃

ポリー-プ手術例g)減少は内視鏡的ボヨ巨ミヤトミ榊が行わ

れるようになった影響である,

-リブ,当院外科に組サる悪性瞳轟手術例tJr用を格をみる

よこ,胃癌,乳癌テ結腸鷹腺癌が増加してきているA藷た9

胸部外科における肺癌手術例とア)増加ヰ)賢しいサそこで,
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各 診 療 科 に お け る 疾 患 像 の 変 遷

裏 且 悪 性 腫 癌 の 変 遷

1 . 社 会 環 境 の 変 化

且 ) 人 m の 高 齢 化 現 象

2 ) 食 生 活 の 富肇 欧 化 な ど

翌 や 医 療 環 境 の 変 才転

招 診 断 技 術 の 進 ノ号泣

望 き 治 療 法 の 進 歩

3 き 医 療 行 政 の 変 化

増 加 傾 向 に あ る 外 科 的 悪 性 腰 轟 に 焦 点 を し ぼ つ て 検 討 結

果 を 報 告 す る . 外 翻 臨 床 に お け る 悪 性 疲 轟 の 疾 患 像 も 近

年 太 き く 変 化 し つ つ あ り , 我 々 外 科 医 屯 疾 患 像 の 変 遷 を

分 析 し 今 後 の 推 移 を 予 測 L な が ら 将 来 対 応 を 考 え て い

か な け れ ば な ら な い 時 期 に 来 て い る も の と 考 え る B

I . 外 科 的 悪 性 腫 癒 変 遷 の 要 因

外 科 的 悪 性 腰 痛 変 遷 の 要 間 と し て ほ , 社 会 環 境 U ) 変 化

と 医 療 環 境 の 変 化 と に 太 別 す る こ と が で き る . 社 会 環 境

の 変 化 を 数 億 と し て 表 す こ と は 困 難 で あ る が , 食 生 活 の

西 欧 化 と 高 齢 化 に 代 表 さ れ る 社 会 環 境 の 変 化 が 癌 確 愚 挙

の 増 減 に 関 係 し て い る こ と は 衆 知 の 事 実 で あ る 書

一 方 , 医 療 環 幾 の 変 化 も 疾 患 像 に 変 化 を 与 え つ -つ あ る 事

診 断 と 治 療 の 商 で は 近 年 目 覚 し,L ､進 歩 が み ら れ , こ の 進

歩 が 疾 患 像 に 変 化 を 与 え て い る . 澄 た , こ れ ら 診 断 治 療

の 進 歩 の 上 を′こ た -〕 た 医 療 行 政 面 殿 施 策 鮎 疾 患 像 の 変 化 に

関 与 し て き て い る .

こ の 様 に 外 科 的 悪 性 腰 癌 の 変 遷 は 社 会 環 境 の 変 化 と 医

療 面 で の 進 歩 な ど が 複 雑 に 影 響 L あ っ た 結 果 に よ る も の

で あ る . こ の 多 様 な 要 因 に よ る 変 遷 を - つ の 病 院 の 外 科

統 計 で 見 た 磯 合 , 得 琵) れ /た 結 果 に 片 寄 が み ら れ る 可 能 性

が あ る 中 従 っ て 苧 こ こ で は 出 来 る 限 り 県 全 体 約 税 野 で の

検 討 ~を 中 心 に 述 べ る 一

1 1 . 悪 性 腰 麻 死 亡 統 計 の 推 移

逢 う 悪 性 経 癌 死 亡 率 は 雛 隠 ) の 推 移

最 初 に , 社 会 環 境 の 変 化 に よ る 悪 性 腰 痛 の 変 遷 に -つ い

て 検 討 す る 血 新 潟 大 学 衛 生 学 教 室 遠 藤 息) の 分 析 に よ れ ば 軍

新 潟 県 に お け る 悪 性 膿 癌 死 亡 率 の S M 民 の 推 移 日 9 5 8

- 月 9 6 2 年 を 基 準 年 ) は , 男 性 で は 巌 転 機 方 円 し て い る U 用 言

い る , 腎 癌 は 減 少 傾 向 に あ る . 身 性 で も は ば 同 様 な 結 果

で あ る が , 胆 道 系 の 癌 の 著 し い 増 加 と 鮮 癌 , 結 腸 癌 , 節

癌 の 増 力 は ミ注 目 さ れ る ｡

2 ) 悪 性 腺 癌 死 亡 数 の 推 移

新 潟 県 に お け る 悪 性 鷹 癌 死 亡 率 獅 変 遷 は 将 来 予 測 と し

て 重 要 で あ る が , 実 際 の 外 科 魔 床 鍔 )立 場 か ら は き 死 亡 数
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園 漫 wI3三 な 悪 性 新 生 物 死 亡 数 の 坪 次 別 推 移

黒 豆 ;† 訂 . 紺 ,丹 早 ､5

の 増 減 に も 注 ぎ讃 し て お か な け れ ば な ど ｡ な い . 新 潟 県 に お

け る 悪 性 腫 賭 死 亡 数 の 推 移 を み る と 予 腎 癌 は 減 少 L て い

る と 云 わ れ て い る な か で 予 な お 髄 を 引 離 し て 第 且 位 で あ

ら (聞 損 舟 続 い て † 肺 癌 夕 結 腸 直 腸 癌 予 弊 癌 , 胆 嚢 胆

道 癌 な ど と な っ て い る .

H I . 医 痔 環 境 の 変 化

こ れ ら 悪 性 腰 痛 捌 肇 減 を 臨 床 面 か とこ) 分 析 rY る た め に は ぎ

死 亡 統 計 だ け で な く 曜 患 統 計 鮎 必 要 で あ る . 現 在 予 新 潟

県 の 地 威 癌 登 録 は 嚢 施 準 備 段 階 に 入 っ た と こ ろ で あ る .

新 潟 県 に お け る 癌 の 手 術 例 登 録 は 胃 癌 三遷)軍 乳 癌 3 )等 胆 道

癌 !星′サ 肝 癌 , 大 腸 癌 で お こ な わ れ て い る め し か し , 登 録

て は 胃 癌 と 乳 癌 の 手 術 例 登 録 L か 願 い の が 現 状 で あ る *

そ こ で 外 科 的 悪 性 腰 慶 に 関 し て き 死 亡 率 が 減 少 櫨 向 に あ

る 腎 癌 と 増 加 傾 向 に あ る 乳 癌 に 焦 点 を 絞 っ て . 統 計 とこで

変 化 を 認 め た 点 を 浮 き 彫 妄′紺 こ し て 疾 患 健 の 変 遷 に 検 討 を

宜 一二･ 十 .

まう 悪 性 腰 慶 死 亡 数 と 芋 術 数 の 変 遷

今 後 の 外 紬 鴇 な 癒 対 策 を 考 え る mkで き 且987年 現 在 6T3癌

死 亡 数 と 手 術 数 の 関 係 を み た の か 開 意 で あ る . 乳 癌 や

胃 癌 , 結 腸 直 腸 癌 は 死 亡 数 よ り 手 術 数 が 多 く, 診 断 治 療

効 果 が 現 わ れ て い る 疾 患 と 云 え る 書 肺 癌 , 胆 道 癌 な ど ぼ

死 亡 数 が 革 術 数 を 大 き く上 担巨〕て お りき こ こ にい今 後 の 対

策 の 問 題 点 が あ る 確)の と 考 え る .

日 ) 胃 癌 死 亡 数 と 手 術 例 数 の 推 移

腎 癌 死 亡 数 と 拳 術 数 の 推 移 を 比 較 し た (因 詔). 死 亡

数 は 年 間 約 且,50秒例 前 後 と横 這 い で あ る が , 手 術 例 は 1972

年 の 且 ,273例 か ら 隼 櫓 増 加 しヲ 且987年 かこは 死 亡 数 を 上 回
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宮 望 捌 i離 )手術数 と死 亡数 (新潟 県 息98細 工)

鼠 3 得癌 手術例数 と死 L+数の推移 (緋潜E/裾

鼠 嶺 乳癌草術例数と死亡数の推移
･I,i:,-Jl'j了､㌔∴折∴里十

り, 1987年 には 2凋78例 と増 加 して きた訂 この 手術例 の

増加 は㌢ 高齢化 に と 私な う人口構成 の変化 と外科医 が高

齢者 に対す る手術適応 を拡大 した ことによる鮎のである,

ほう乳癌 の死亡数 と手術例数 e〕推 移

同様 にy乳癌 に--)いて死亡数 と手術数 を比較 した (図

射.新潟県 をこ鉦 する乳癌 の死 亡数 は 且を32倒最 下かであ るが,

手術数 は 旦那鯛 雄二既 に 2摘例 と死亡数 を太 き く上 回 って

お り, 1987年 には 後61例 まで急激 に増 加 して きた.乳癌

の増 加 は動物性脂肪 や高蛋 白食 によるエ ス トロbF中ソ環境

伊)変 化が僚桐 と されてい る書 当院 の佐野博 士は乳癌 手術

例 登 録 語:か まゝブ苧 現 在 の と ころ, 新 潟 県で は5()歳以 上の

誇約 三断層 よ 車 中年齢層で の増加率が高 も､ことを認 封)てお

り,将 来 は軍 人 ljの高齢 化 に と もない変動癌 で あ る露年

齢層 の乳癌 が増加 す ると予測 して い る.

諾う 早期癌 の増 加

招)診断 器機 幻進 歩 (しこ碧賓及

畢麟蔵 に対守 る診断機 U)向 とこと畢斯癌 発見例増加のた

ル 渡で普及す る診断 器機 が必 要であ るや現在tj)ところこ

れに該 当す る もajと Lてはき 腎癌 翁食道癌照雄fki腺癌に対

す る内祝銘 打 胆嚢癌 ギ棚 儀 に対する績露波診断器機が

挙げ f:〕れ る.

ほう診断技術QJ3進歩

診断技術(jj進歩を腎癌に限-,てみてみると,昭和38年

に新潟で開催さ写れた窮封p_潤 癌研究会で早期癌の定義が

決定 されたこ上が的護りで,X線二厳造影法,内視線読

影法予内視鏡的生検法の普及によ岩雄 -闘病が増加 してき

たかE新潟県全体で早期冒銅を湧け:職 よ机 二増加は てきた

お旺 てきた1これを腎癌 ㌢附則に㌔凍 る看官ヨー斯様と/7)率でみ

ると,同期間で 10.酵踊 亘き舶A%に上昇 した.

このように亨診断器機と診断技術の進歩がを嘗3-掛轟が)堰

.狛′ニ-〝叛 がりゥ結果として外事中華街例における早期癌cij

図 5 胃癌手術例に蔓草滴 る判別がん症例数 (新潟県〕
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増加とな-A｡て現われてきているサ

潮 医療行政の変化

･車l!丹紅~rl･∴､∴世ナ-トノバ ~rL.:-･'､､∴ 医煩行政:_局

転外科的悪性腺癌の疾患像に変化を薮きたを13した鮎のは,

老健法による寮挽 くも鳩が臣 である.

摩生省は老健法第 億5か賢計画において腎癌と子宮

癌検診をサ第二次5離路嘗蘭として乳癌と肺癌検診を組

入れて愛妻覇の市町村レベルで窯施をノている,老健法胃鮭

駿を例にと-〕てみると9その料的は1粥2年以降摘鞍鍔卦で

死亡率を30%減少せL統きることである｡その日的達成手

段とLて予胃薬換受診率を30%にまで引き上げることを

目標に定めている6㌧19鍋隼の現在9新潟県における一

般住民の胃薬検受診率は2且.2%である事郡部すなわち

町村部での受診率は28.4,%〆と良好な上界を示している,

新潟県全体の早期胃癌手術簡約こ責める教検発見早期癌g)

割合を示すと,老健法による胃教棟が開始されたま982

年以降,紫綬発見早期癌が増加L守護987年齢ま手術さ才1

た早期癌UM8.8%にも逢せる愛でになってきた(図綴)や
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1980~81'82'83'84185■86■87(午-)

翫6 手術早期がんに占める′渠検早期かんぐ新潟Lfvを)
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斑冒乳癌手術紬こ占麿きるSも言且欝較Ⅲ家例の割合
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図8 乳癌手術例にif]Jめる2cm以ド乳癌の割合
(新潟県j

乳癌転次第に早期の癌が増加しチ新潟県立ガン/センタ--

外科で手術き藷′沈乳癌U)うちやSで媚e息a沌転率をみる

∴ 州i章 ･--:∴ 削'両 ∴工',:享~照言二三t;.情､I.f=.･._,T∵上

最後の呈98醐ご濠でげ)ニ摘欄では37$0,6護でⅥ巨二界Lてき

たく図7).乳癌袈検鮎老健法第二次5か隼計画で取上

げられ 現在実施されている中新潟県における乳癌拳術

例の中で,2センチ最下の軍装雛轟は息987年の現存3凱9

%である百聞鵜)"乳癌だ)饗榛を機会をこ,住民-の啓蒙

と巨三重己検診法の普及によをう骨今後単願乳癌が変に増加す
るものと思われる.

3)高齢者に対する癌手術の変遷

高齢者に尉する医療費無料化は寿医療とLて臓73年

に実施された｡阿哲は新潟がんセJ顔-外科において

胃癌手術鮎こ責める70歳以上高齢者U二漕fj倉を寿医療が実

施された前後で比較Lたものである.息9冒3鞍を境として

高齢者手術例の責釣る割合は凱3%から18.4%に急上昇

した.きざ)紘,県内の胃癌手術例のうち70歳最上の手術

lS66 '70 173 175 '80(午)

図9 腎癌手術例にrFIKめる高齢者腎癌の比率
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例 がどの く机 ､増加 Lてい るかを示 した齢が閑漫0であ る,

竣9歳以 下の年齢層 では機 動遷してい ない.50歳 か ど,〉榊 歳 ま

での年齢層 が症 例数 浸)多 i増 加 軽さ著 しい.7O歳 以 L高齢

Lノて, 1987年 には 82t例 まで急増 して きたせ この変化 は

寿医療 を機 会 に外科医 狛 嶺齢者 に対 す る手術適応 を大幅

に拡 大 した こLJ二に よる 孝雄 )で ある7､･

射 治療 面 での変遷

一 方.治療 法 tFj進 歩 に i:1て も疾患 に変化 がみ られて

い る一治療 痕での変化は早期 発見 に よ る二次的 な変化 と

治療 その 転の の進歩 に よ る 転の くとに大別 され る. 甲･期発

見 に よる二次 的 な変化 と Lて 早期癌 に縮 小手術 をテ治療

その ものの進 歩 に よる もの と して進行癌 に対す る拡 大手

術 を挙 げ ることがで きる&加 えてや術前 ◎術中 砂術後管

理 の遊 歩 に よ り高齢者 に対す る手術適 応 が拡大 された こ

と 屯疾患像 に変 化 を与 えて い る.

腎癌 では早期癌 の山部 に縮 小 手術 が打 なわれ さ らに

適 応 は隈 にプれ るが 内 視鏡 治 療 削 濠で行 なわ れ るよ うを､ニ

な って きた血進 行 胃癌 では拡 大郭清 が行 なわれてお りき

以前 は手術適妃灘 と ざれ て いた大動脈 周囲 りソバ節 藷で

郭渚範 m が拡 大 されノて い る即,

乳癌 の縮小 手術 は極 く畢期 の癌 に乳 房温存 の ため乳房

i/櫓 切除術 や,比較的畢期 の痛 をこ両胸筋温存 手術 が行 な

われ,症 例 に よっては胸 筋温存手術後 の乳房再建 手術 も

行 なわれ て い る10)R進 行 乳癌 の術 後療 法 と して, 以 前

は放射線療法 が主体 で あ ったため,照射装 置のない施設

では乳癌 の手術 はあ ま り行 なわれ なか ったe Lか L,級

療 法 が化学療 法 とホル荏-ソ療法 -蓬三体 - と移 つてか ら,照

射紫 綬の願 い施設 で 尊さ乳癌 の手術 を行 え るよ うをこな り,

今後 益 々手術例 が増 加 して い く転び緑二思 われ るあ

お わ リ に

社 会環境 郎変化 と医療 環境 鞘進歩 に よって,外科 で取

扱 う悪性施療 の疾厳像 が次第 に変 化 Lて きてい る. この

変化 に対応 して亨外科側 と して は早期癌 に縮 小手術予進

行癌 に拡大手解き有効 薬剤 の出現 に よ る治療法 の転換予

高齢 者 -の手術適応 の拡 太 な どで対処 して きた▲死亡率

が減 少 してい る胃癌 に対 してほ,養鰻 を含 む診 断 と外科

治療 の連 係 が良好 に働 いてい る 鮎の と考 えてい る.今後

はヶ隈厳率 が増加 Lて い る肺癌 争大腸癌 ,乳癌 は勿論 の

こと声特 に死 亡数 よ さノ3手術数 が少 ない癌 ,即 ち肺癌 賢鰐

痛ヲ肝胆道癌予 食道癌 な どに対す る早期 発 見対策 が必 牽

~'__.:二言､.

た と こ〆)であ り∴ 緊衝療 法 が治療 の第 五選択 で あ る翁や

後 の外科 綴陣 対応 と しては予増 加 の予想 され る悪性陵脇

に対す る手術 が安食確実 に行 な え る外 科医 が二)養成 と県 内

各二 次医療潤 -げっ適 を鯛 己際 鮎考 えて いかなければ な ど)皮

い問題 であ ると考 えて い る.
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